
 

令和７年度 学校評価アンケート 結果 

校長  垣崎 晃 

今年度の学校評価を以下のようにまとめさせていただきました。ご多用の中アンケートにご協力いただき、

誠にありがとうございました。自由記述につきましては、検討の上、来年度への参考とさせていただきます。 

 

【保護者アンケート】実施日 12 月 15 日   回答率 81.1％ 437／539（家庭数） 

グラフ凡例 

 

 

A家庭・地域と連携して教育を推進する学校について ＊数値は小数第２位で四捨五入。合計が100%にならないものもあります。 

 

 

 

 

 
「家庭・地域と連携して教育を推進する学校」の①～④については、昨年度と比べると肯定的評価がやや低下しま

した。これは、令和 6 年度に実施した 150 周年記念の取組として、石神井図書館やふるさと文化館との特別展示、

周年祭りなどが行われ、評価が大きく高まっていたことが影響していると考えられます。一方、周年行事のなかった

令和５年度と比較すると、依然として高い水準を保っています。⑤「幼保小連携事業」は昨年度より評価が向上して

おり、1年生と近隣保育園との交流など、連携の充実が成果として表れていると受け止めています。 

22.9% 69.6%

3.9%

0.7%

3.0%①学校は、学校公開・保護者会・個人面談・学校ホームページ・各種お便り等の情報発信を通して開かれた学校づくりを推進している。

15.8% 58.4% 18.8%

1.6%

5.5%

②お子さんは、地域行事などに積極的に参加し、地域を愛する心が育っている。

17.8% 65.0% 3.7%

0.7%

12.8%

③学校は、図書ボランティア（よみきかせ）や、放課後学習教室（3年生）、地域人材の活用など、学校・地域連携事業を推進している。

5.7% 39.6% 22.7% 1.6% 30.4%

④中学校の体験授業や展覧会の作品交流、校区別協議会での教員の交流など、小中一貫教育の推進を図っている。

5.5% 37.8% 22.2% 1.6% 33.0%

⑤学校は、幼稚園や保育園との交流（学校見学・情報交換）、1年生でのスタートカリキュラムの実施など、幼保小連携の推進を図っている。

強くそう思う そう思う あまりそう思わない まったく思わない わからない 
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B 確かな学力の向上を図る学校について 

 

 

 

 

「確かな学力の向上を図る学校」に関する項目では、①「授業にすすんで取り組んでいる」と④「家庭での学習習慣」

において、昨年度より肯定的評価が高まりました。一方、②「分かりやすい授業」は 1％、③「特別支援教育の推進」は

3％低下しています。特別支援教育については、さわやかルームや難聴言語学級の通級指導など、学校と保護者、関

係機関との連携が全体には見えにくい面があるため、取組内容の周知方法を工夫していきます。今後も、授業改善

や指導の工夫に継続して取り組んでまいります。 

 

C 豊かな心をはぐくむ学校について 

 

 

 

24.5% 62.9% 9.2%

2.1%

1.4%

①お子さんは、学校の授業にすすんで取り組んでいる。

22.9% 63.6% 3.4%

0.5%

9.6%

②教員は、分かりやすい授業をしている。

24.3% 51.7% 2.5%

0.7%

20.8%

③学校は、さわやかルームや、きこえとことばの教室等と連携し、特別支援教育の推進を図っている。

19.0% 60.2% 17.8%

2.1%

0.9%

④お子さんは、家庭での学習習慣がついている。

18.8% 68.2% 5.0%

1.1%

6.9%

①お子さんは、道徳教育の充実、あいさつ運動、縦割り班活動などを通して、思いやりの心が育っている。

13.3% 53.5% 9.6% 0.9% 22.7%

②学校は、ふれあい月間の生活アンケートや、ハートウォーミングアッププロジェクトなど、いじめの未然防止と根絶を図っている。

28.4% 59.5% 5.3%

0.0%

6.9%

③学校は、石神井公園を学習財とした学習や、植物を栽培する活動等を通して環境教育の充実を図っている。



 

 

「豊かな心をはぐくむ学校」に関する項目では、④において肯定的評価が高まりました。これは、音楽発表会

や１年生を迎える会、６年生を送る会など、全校児童が関わる行事の充実に加え、朝読書や読み聞かせ、本の探

検ラリーの取組も、豊かな心を育む取組として受け止めていただいていると考えています。図書ボランティアや

石神井図書館の皆様にも感謝しています。一方、①②③⑤については昨年度と比べて数値の変化が見られるため、

日常の指導を通して丁寧に取り組んで参ります。 

 

D 健康・体力の向上を図り、安全を守る学校 

 

 

 

 

 「健康・体力の向上を図り、安全を守る学校」に関する項目では、③④が昨年度同様に高い水準を保ちながら、

さらに肯定的評価が高まりました。これは、取組が継続的かつ安定して行われていることに加え、学校だよりや

ホームページ等を通して活動内容を分かりやすく周知してきた成果であると考えています。①②は昨年度とほぼ

同様の数値となっています。外遊びについては、児童数の増加を踏まえ、休み時間に体育館遊びの学年を割り当

てたり、校庭のエリア分けを行ったりするなど、安全にのびのびと活動できる環境づくりを進めています。 

30.7% 65.0%

2.3% 0.9%

1.1%

④学校は、日々の教育活動のほか、展覧会・音楽発表会・読書活動などを通して、感性をはぐくむ教育活動を行っている。

22.9% 67.5% 4.1%

0.2%

5.3%

⑤学校は、校内美化・児童の作品掲示などを通して、潤いのある学校環境を作っている。

27.5% 57.4% 10.3%

1.4%

3.4%

①お子さんは、体育の学習に意欲的、主体的に取り組んでいる。

23.6% 45.3% 25.4%

4.3%

1.4%

②お子さんは、すすんで外遊びをしている。

27.9% 65.9% 1.8%

0.5%

3.9%

③学校は、保健だよりや食育、委員会活動（保健委員会・給食委員会）を通して、健康教育・食育の推進を図っている。

22.2% 70.5% 1.8%

0.5%

5.0%

④学校は、毎月の避難訓練や、自転車教室・歩行訓練・水難事故防止指導など安全を守る学校づくりに取り組んでいる。



令和７年度 楽しい学校生活をおくるためのアンケート（児童）結果 

 

とても思う 少し思う  あまり思わない   まったくそう思わない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.7% 28.5%

5.1%

2.7%① 学校は楽しい。

36.9% 40.7% 16.5%

5.9%② 困っているときに先生に相談できる。

40.1% 44.1% 11.9%

4.0%③ 自分からすすんで、元気なあいさつをしている。

58.8% 35.2%

4.1%

1.9%④ 人 が い や が る こ と を し な い よ う に 、 思 い や り を も っ て 生 活 し て い る 。

66.2% 30.1%

2.7%

1.0%⑤ 授業は、よく分かる。

53.4% 33.6% 10.3%

2.7%⑥ 自分からすすんで、学習に取り組んでいる。

52.9% 35.7% 9.4%

2.1%⑦ 根気よく学習に取り組んでいる。

60.5% 28.8% 8.9%

1.7%⑧ 自分の考えをもちながら、学習に取り組んでいる。

50.7% 22.7% 14.6% 12.0%

⑨ 休み時間に、すすんで外遊びをしている。

67.8% 23.5% 7.4%

1.3%⑩ 体育の学習に、すすんで取り組んでいる。

63.5% 29.2%

5.9%

1.4%⑪ そうじの時間、すすんで学校をきれいにしている。

69.9% 23.1%

5.2%

1.7%⑫ 避難訓練では、安全について考えて取り組んでいる。

68.0% 25.7%

5.1%

1.3%⑬ すすんで自然に親しみ、自然を大切にしている。

53.4% 35.2% 8.9%

2.5%⑭ 友 達の良いところを見つけたり、感動したりすることがある。

48.3% 35.7% 11.9%

4.1%⑮ 「 早 寝 ・ 早起 き・ 朝ごは ん」 など 、健 康に 気を 付けて 生活 して いる 。

59.7% 27.9% 9.2%

3.2%⑯ 宿題など、家での学習に自分から取り組んでいる。

36.5% 38.0% 15.7% 9.8%

⑰ 地いきの祭りなどの行事に参加している。

57.5% 28.2%

9.8%

3.8%⑱ 学校のことを家の人に話している。

全項目中、肯定的評価が 96.2％と最も高かった「授業はよく分かる」は、日頃の指導の成果であると受け止めてい

ます。今後も授業改善や指導力の向上に取り組んでまいります。また、①④⑩⑪⑫⑬においても 90％以上の肯定的評

価が得られ、全体として 16 項目中 13 項目で昨年度より評価が向上しました。評価が下がった項目のうち、①②は

0.7％の低下ですが、要因を分析し改善に努めていきます。⑨「休み時間にすすんで外遊びをしている」は肯定的評価

が 73.4％と最も低いことから、外遊びに親しむ児童が増えるよう、環境や活動の工夫を進めてまいります。 


